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連載

　明けましておめでとうございます。
昨年ようやく新型コロナウイルスが5類移行となって外
出の制限が解除され、この年末年始は数年ぶりにリアル
での会合が増えて、楽しくも忙しく過ごされた方が多
かったのではないでしょうか。

　さて、この度はご縁があって、コラムを執筆しておりま
すが、実は私、まだホームインスペクターとしての活動は
できていない、車の運転でいえばペーパードライバーの
ような状況です。ただ、そういった境遇にある会員の方々
が、実は想像以上に多いという話を耳にしました。
おそらく、私のような境遇にある方々が割と多くいらっ
しゃるのかな？という印象です。そこで、今回はこれまで
の執筆者の方々のような、カッコいい内容ではなく、現状
の悩みや、今後どうしていきたいか、といったことを書か
せていただこうと思います。

　事の発端は、勤務先の不動産会社でインスペクション
の部署の担当者が退職することになり、その引継ぎでこ
ういった仕事があるんだなーと知ったのがきっかけでし
た。もちろん、宅建業法の改正で、建物状況調査（インス
ペクション）に関する説明が義務化されたのは知ってい
ましたが、実際の業務に携わるまでは、その内容や必要
性といった細かい内容までをあまり知らず、何か問題に
ぶち当たる度に、手探りで調べまくる日々…。
　その流れで、建物状況調査とホームインスペクション
は別物なんだ！ということに気づかされました。私は建築
士資格が二級のため、「分譲マンションの建物状況調査
を行うためには、一級を取得しないとならない」というこ
とを知ったのは割と早い段階でしたが、業務上は中立性
を保つという大原則から、自社の物件はそもそもインス
ペクションできないため、特に問題はありませんでした。
　箔をつけるために既存建物状況調査技術者の資格は
取ったものの、何かできるわけでもなく…。ただ、インス
ペクションの必要性や将来性を感じることは多く、もっ
と深く携われるようになりたい！と思うようになったとこ
ろで、昨年ついにホームインスペクターの資格を取るこ
とを決心。試験については、日々業務に携わっていること
で培われた知識と、ちょうど一級建築士の学科試験の勉
強をしていたのもあって、それほど苦労はなかったです。
とはいえ、テストセンターで受験した時は、想像以上の難
易度に泣きそうになりましたが（笑）。
　その後無事合格して、そのまますぐに協会へ登録申
請。ホームインスペクターと名乗ることができるようにな
りました。

　ここまでは比較的順調でしたが、会員になったもの
の、いざホームインスペクターとして活動できるか？とい
うと、そこは全く別物でした。
　勤務先には、資格取得のことは伝えたものの、業務と
は直接関係ないため、本業では何もできず。かといって、
副業とか、辞めて独立するとか、そこまでの時間もお金も
ない。さらには、道具も経験もない。なかなか次の一歩を
踏み出すことができないまま、2人目のこどもの妊娠・出
産があったのもあり、あっという間に1年が過ぎてしまい
ました。

　そんな中、トークセッションのイベントとあわせて関東
エリア部会と女性部会の会合があるというメールをみ
て、これは行くしかない！と直感し、そのまま参加ポチ。
少しドキドキしながら会場に向かいましたが、受付で
ちょうどWiSPの皆さんとお話しすることで、緊張がほぐ
れ一安心。その後のトークセッションでは、ホームインス
ペクターとして最前線で活躍されている方々の熱いトー
クや、業界やエリアの垣根を超え、現状やこれから先の未
来に向けた広い視野の話を拝聴することができました。

　そのなかで一番印象に残ったのは、まだまだ日本では
少ない女性のホームインスペクターに対する期待の大き
さでした。いや、正確には性別関係なく、需要に対して、
しっかりと対応できるホームインスペクターはまだまだ
少ないということ、そのためにも、協会としても制度や教
育を今後の課題としているし、せっかく試験に合格して、
活動できる私たちも自ら立ち上がって進んでいく勇気が
必要だということに気づかされました。

　結局、今回このコラムを書くまですっかり保留にしてい
て、まだホームインスペクターとしては活躍できていない
のですが（汗）、WiSPのメンバーとして、やれることから
積極的に取り組んでいき、2024年こそは「私はホームイ
ンスペクターです！」と胸を張って名乗れるようになりた
いと思います。
　同じような悩みを持たれている会員の皆さま、ぜひ一
緒に頑張っていきましょう！！
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短期～長期のインスペクションに！！

住宅診断等点検機材

マルチ点検カメラ用リモート運台

■本社　　　　〒574-0045　大阪府大東市太子田3丁目4番31号
　　　　　　　TEL:072-875-7331　FAX:072-875-7333

■東京営業所　〒141-0031　東京都品川区西五反田8-7-11アクシス五反田ビル801
　　　　　　　TEL:03-5496-1491　FAX:03-5496-4877

■九州営業所　〒８１６－０９２１　福岡県大野城市仲畑2丁目14番17号
　　　　　　　TEL:092-502-2232　FAX:092-584-2022http://www.ing-n.com/

【製品に関するお問い合わせ】
住宅安全機器開発

2階建て戸建、集合住宅などの各所（屋根、雨樋、板金、外壁、目地、軒天等）の点検に対応が可能です。

※豊富なオプションもご用意しております。ご使用の際は、別途Ｗｉ‐ｆｉ機能付きのデジタルカメラ及び操作端末（ｉＰａｄまたはスマートフォン）が必要となります。

カメラも含めて専用のケースに
まとめて収納♪持運びに便利です

・ 誰でも簡単に設置・操作・鮮明な画質で記録出来ます。　・ 非常に軽量で持ち運びにとても便利です。
・ 無線チルト運台は、マルチ点検カメラ用のオプションとなります。（単体での販売はできません）

Canon Camera Connect

Wi-Fi転送・
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屋根 雨樋 板金

運台用リモコン（テスト電池付き）

付属
収納ケース

無線で
スッキリ！

2段階
スピード調整

軽くて
コンパクト

付属
リモコンホルダー

操作棒 ＋ 無線チルト運台

運台本体
（充電用ケーブル付き）

点検作業を
より円滑に！！

無線運台のリモコンをポールに
装着して操作が可能！！

（女子部の部屋 改題）
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